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有 一・・ト信 ぜ ラ ル ル 、 且elleboreinテ 培 地 二 加 フ

ル コ トニ ヨ リ、 初 代 二於 テ 、 非 抗 酸 性 菌 ノ出 現

テ見 、 且 ツ、 綴 植 ス ル コ トー ヨ リ、 凝 集 元 ト シ

テ適 當 ナ ル 且omogeneEmulsionテ 得 ル コ ト

ニ 成 功 セ リ
。

一 方
、Sexulhormonト 結 核 菌 トノ 關 係 テ見 ン

トシテ、 市 販 ノ性 「ホ ル モ シ」剤 撒 種 ヲ培 地 二加

フル コ トニ ヨ リ、 結 核 菌 ノ登 育 二及 ス影 響 ヲ検

査 セ リ。 栃 ツテ、 併 セ テ、 其 ノ概 略 ヲ報 告 ス ル

次 第 ナ リ。

第一章 非抗酸性結核菌二關スル文職梗概

結 核 菌 ノ毅 育 二關 スル研 究(其 ノ3)・=b於 テ報 告

セル如 久 結 核 菌 乃 至 ノ・非 病 原 性 抗 酸1生菌 ノ・其

ノ生 活 環 中 二於 テ、 多形 態 性 ノー 相 トシテ、 非

抗 酸 性 形 態 テ呈 スル コ トア リ.{乃 テ本 章 二於 テ

ノ・、 圭 トシテ、 培 養 要 約 ラ人 工 的 二攣 更 シ、非

抗 酸 性結 核 菌 テ得 ン トスル先 人 ノ業 績 二就 テ考

察 セ ン 下ス。 即 チ其 ノ圭 ナ ル モ ノニ就 キ テ培 養

要約 ノ如何 ニ ヨ リ分 類 スル ニ大 略 次 ノ如 シ。 本

分 類 法 ノ・主 トシテ、戸 田教 授{1〕ノ方 法 二準 ゼ リ。

1.幼 弱 嚢 育 系 ノ頻 同 連 績培 養

本 方法 ノ・結 核 菌 ノ幼 弱 禮 ノ・一 般 二非 抗 酸 性 テ呈

`㌃ル性 質 アル コ トヲ利 用 シ
、短 期 間 二連 緬 移 植

シテ、 逡 二非 抗 酸 性菌=・得 ン ト企 圖 セ ル モ ノニ

シテ、N6gre,BoquetetValtis(2)(1930)ニ ヨ リ

テ報;i"セ ラ レタ リ。 即 チ4日 目毎 二Sauton氏

培 地 二移 植 テ行 ヒ3週 乃 至4週 ニ シテL"・=100

分 ノ1延 ニ テ モ病 憂 テ惹起 セ ザ ル非 抗 酸 性 菌 株

テ得 タ リ。サ レ ド本 培 養 ノ・10日 テ経 過 一・.ル時 ハ

毒 力 ノf曾加 ・F來一… ト云 ノ・ル。 更 二Marmorek
り

A.(:;)(1907)ノ・幼 若 集 落 テ寒 天培 地 一L二頻 同 培 養

なル コ トー ヨ リ 非 抗 酸 性型 菌 株 斗 得 タ リ ト云

フ 。

2.頻 同 培 養 中 二於 ケ ル 突 然 攣 異

Ferran(4)(1897)ノ ・、結 核 菌 ノ 「ブ イ ヨ ン」培 養 テ

毎 日振 盈 シ テ 「ホ モ ゲ ネ ク ル ツ ー ル」テ得 、 之 テ

葡 萄 糖 ト「ベ プ ト ン」;1減 ジ タ培 地 二 十 七 世 代 培

養 セ ル ニ 、 非 病 原 性 、 非 抗 酸 性 型 菌 テ得 タ リ。

本 菌 ノ・運 動 性 ア リ、 「チ フ ス」菌 若 シ ク ノ・、 大 腸

菌 二 類 似 シ、BacteriumAlphaト 命 名 セ リ。

Calmette,A.etMassol.L.〔5)(1913)ノ ・Ferran

ノ菌 テ用 ヒ、 頻 同 海 狽 ラ通 過 セ シ メ タ ル モ 、 抗

酸 性 ヲ有 ス ル 結 核 菌 タ ラ シ メ得 ザ リ キ。

戸 田教 授 及 共 同作 業 者61モ,抗 酸 性菌 ノ慶 異 二

關 スル實 験 中、 極 メ テ類 似 セ ル菌 株 ラ得 タル モ

之 ノ・結 核 菌 ヨ リ由 來 スル モ ノー ア ラズ シテ、 迷

入 菌 ナ ラ ン ト結 論 セ リ。

3.陳 薔 培 養 ニ ヨル攣 異

Karwacki,L.(7)(1928)ノ ・結 核 菌 チ人 工培 地 二移

植 シ10年 以 上放 置 シタ ル ニ、 生 活 能 力 ノ・減 退

セ ル モ、非抗 酸 性 ノ屋 ミStreptothrix型 ノ菌 テ

得 タ リ。Fejgin剛1931ノ ノ・陳 菖 培 養 菌 二「グ リ

セ リ'/ブ イnン 」テ加 へ、非 抗 酸 性 型 ノPseudo-

diphtherie様 菌 株 テ得 タ リ。

4・ 養 素不 充 分 ナ ル培 地 二依 ル憂 異

「グ リセ リ ン」含 量 ノ・結 核 菌 ノ抗 酸 性 ト緊 密 ナ ル

關 係 アvド モ、他 方所 謂 、且ungern5hrboden-.一

ヨ リテ モ非抗 酸 性 菌 ガ得 ラル ル モ ノニ シテ、Va-

udremer,A.etMondet,G.(10'(1925,1926♪ ハ

「グ リ セ リ ン」含 量 少 キ培 地
、馬鈴 薯 水培 地 二依 リ

非 抗 酸 性 菌 ヲ得 タ リ ト報 告 シWherry「`J}(1913)

ト同 様 ノ成 績 テ得 タ リ。 更 二Spronckund

Hamburger(11)11929ノ ノ・液 禮 培 地 中 ノ 「ペ プ ト

ン」及 ビ「グ リ セ リ ン」チ 次 第 二 減 量 セ シ メ ツ ツ

纏i代移 植 シ、 途 二是 等 ノ物 質 テ全 ク除 キ、 数 週

乃 至 数 箇 月 ニ シテBacillustuberculosistrans.

mutatus(BTTX)テ 得 タ リ、 之 斗寒 天培 地 二移

植 スル ニ3週 ニ シテi辮閏 ノ集 落 テ生 ジ、 非 抗 酸

牲 ニ シテ「グ ラム」陰 性 ノ菌 ノ ミナ リ シ ト。 本 邦

二於 テハ、村 田常 一 氏112'1昭和9年 ノノ・馬 鈴 薯 汁 、

人 墓 切 片 、 廿 藷切 片 二結 核 菌 テ移 杣 シテ、弱 抗

酸 性 ニ シテSclerothrix型r又 ノ・Streptothrix

型)ノ 攣 異 性結 核 菌 ヲ得 タ リ ト報 告 セ リ.

5・ 臓 器浸 出液 乃 至 ハ臓 器製 剤 加 培 地 二依 ・レ憂

異
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Havas,A.(131(1930)ノ ・喀 疾 融 解物 ノ無 菌 的 濾 液

ラ馬 鈴 薯培 地 二添 加 ス ル トキ ノ・結 核 菌 ノ嚢 育 ラ

阻 止 シ且 ツ 非抗 酸 性 化 セ シメ 得 タ リ。Vietro-
　

risz,Kalman(14)(1931)ノ ・結 核 菌 二膵 液 ラ作 用 シ

其 ノ 抗 酸 性 ラ 脱 却 セ シメ タ リ。 且 ツ 木 現 象 ノ・

Pankreaslipaseガ 結 核 菌 ノLipoidhUlleテ 溶

解 セ シム ル タメ ナ リ ト報 告 セ リ。 更 一、 乾 燥 人

型 結 核 菌10分 ノ1彪 テ1c・c・ノ 生 理 的 食 盤 水=.

膵 液5c・c・ヲ附 加 セル液 中 二、浮 游 セ シメ、24時

間 浩 化 セ シメ タル後 二、 海 猿 二注 射 シ タル トコ

ロ、病 攣 殆 ドナ ク膿 重 減 少等 テ認 メザ リキ。M6-

11gaard,且.'15'(1931)ノ ・骨 髄 二、二 乃 至 三部 ノ牛

血 清 ラ加 へ、24時 間 氷 室 内 ニ テ 浸 出 シ タル後

「ベ ル ケ フ ェル ド」濾 過 器 ニ ョ リ濾 過 シタル液 テ

液 禮 培 地 二加 へ、結 核 菌 テ移 植 シ、44mm.CO2

歴 ノ許 二培 養 シタル トコ ロ、 最 初 ノ・非 抗 酸 性 桿

菌 ニ シテ、 穎 粒 ラ有 スル菌 形 テ得 タ リ。 本 菌 ノ・

「グ ラ ム」陰 性 ニ テ普 通 染 色液 二染 色 シ難 久 其

ノ後 、ts・=ノ・「ヂ フ テ リー 」菌 様 乃 至 ノ・Aktino-

myceten様 ノ憂 異 菌 テ 得 タ リ ト報 告 セ リ。 更

二 戸 田教 授 及 ビ箭 頭博 士 山」・(昭和7年)ノ ・、「プ ロ

タ ミ ラー ゼ」加 「ブ イ ヨ ン」及 ビ 結 核 家 兎冤 疫 血

清 加 「ブ イ ヨ ン」二S型 結 核 菌 ラ培 養 スル コ トニ

ヨ リ、 非 抗 酸 性 ノ結 核 菌 培 養 ラ得 タル モ、 本 菌

株 ラ卵 黄 培 地 二移 植 ス レバ、 直 チ ニ抗 酸 性 テ復

活 セ リ ト報 告 セ ラ レタ リ。

6.微 生物 浸 出 液 テ加 ヘ タル培 地 二依 ル憂 異

Machado,A.(17)(1927)ノ ・laMucedin6e(nackt

sporigeSchimmelpilze)テ 培 地 二加 フル コ トー

ヨリ非 抗 酸 性 ノ攣 異菌 ヲ得 、木 攣 異 ハ統 状 菌 ヨリ産

出 セ ラル ルDiastase二 依 ル モ ノナ ラ ン1・推 論

セ リ。M611gaardl15)(1931)ノ ・卓乞燥 酵1:J:一;'auto-

clavニ テ浸 出シタル液 テ培 地 二加 フル コ トニ ヨ リ

非 抗 酸 性 ノ攣異 菌 テ得 タ リ。Gessard,Fernba-

ch,Rullier㈹(1925)ノ 、緑 膿 菌 ノ培 養 濾 液 テ「ブ イ

ヨ ン」、「ペ プ トン」水 乃 至 ノ・合成 培 地 二加 フル コ

トー ヨ リ、 非 抗 酸 性 攣 異 菌 テ得 ル コ トー成 功 セ

リ。FranklinR.Miller(19)(1932)ノ ・結 核 海 獲 ヨ

リ得 タ ル、 菌 苔 「オ レ ン ヂ」色 テ呈 セ ルー 攣 株 、

も`theChromogenicH -37Strain"ノ 蒸 溜 水

浸 出 液 斗 「ベ ル ケ フェル ド」濾 過 器 ラ 以 テ 濾 過 シ

之 テ培 地 二加 フ ル コ トニ 依 リ、 人 型 三 株 、 牛 型

一 株
、 非 病 原 性 抗 酸 性 菌 一 株 、・合 計 六 株 二 於 テ

非 抗 酸 性 型 菌 ・;得 タ リ。

7.化 學 的 物 質 添 加 培 地 二 依 ル 攣 異

非 抗 酸 性 結 核 菌 ノ出 現 要 約 中 、 化 學 藥 品 添 加 培

養 二 依 ル モ ノハ 、 非 抗 酸 菌 出 現 機 轄 テ説 明'ヘ ル

ニ 最 モ 有 力 ニ シ テ本 項 二 關 ス ル先 人 ノ業 績 極 メ

テ 多 シ。

Kumbari,S.12"(1910ワ ・馬 鈴 薯 培 地 二 「エ チ ル ァ

ル ゴ ホ ル 」及 ビ 「ア ム モ ニ ウ ム 」テ 加 へ 、Masur,

B.L.121・q929)ノ ・「メ チ ル ア ル コ ホ ル 」 ラ 培 地 二

加 フ ル コ ト ニ ヨ リ、 非 抗 酸 性 ノ 結 核 菌 テ 得 タ

リnSchnieder,E.A.[L'2・r1930)ノ ・Lubenau氏

卵 黄 培 地 一Cardiazol{O.75%乃 至1.0%♪ 或

ノ・、Coramin(0.392∫-0.496)ザ 加 フ ル コ トニ ョ

リ テ368例 中15例 ノ ミ非 抗 酸 性 ノ結 核 菌 ラ 得

タ リ。 而 シ テCardiazol若 ク ノ・、Coraminノ

微 量 ラ培 地 二 加 フ ・レ トキ ノ・獲 育 促 進 作 用 ア リ、

増 量 ス ル トキ ノ・却 テ 、 獲 育 阻iL作 用 ア ル テ認 メ

タ リ。

「サ ボ ー ン」テ培 地 二 加 フ ・レコ トニ ヨ リ テ 、 非 抗

酸 性 ノ結 核 菌 斗最 初 二 得 タ ル ノ・、Dosta1,H.123)

(1910,1913)ニ シ テ、其 ノ後 、有 馬 、 青 山s太 縄

氏 等(L)Lb・・Mukurosi-Saponinテ 用 ヒ 、非 抗 酸 性

菌 テ 得 、 之 斗 冤 疫 及 ビ治i療 剤AOト シ テ 市 販 二

供 セ リ。 更 一 、 矢 部(辰)「?5},Kirchner,0.、L'{i,

箭 頭 博 士 ・16等ハ 同 様 「サ ボ ニ ン」=丁培 地 二加 へ 、

非 抗 酸 性 ノ結 核 菌 一芦得 タ リ.

然 ル ニ、BUrgers27'(1928)及 ビ飯 島(正)12s・(昭 和

10年)ノ ・「サ ボ ニ ン」-IF培 地r一 加 ヘ タ ・・モ、 非 抗

酸 性 菌 株 ザ得 ザ リ キ 。

更 二 中 川(論 ♪、巾 川(誠)氏e9/1昭 和10年)・ ・膿 汁

酸 堕 類 添 加 培 養(Natr.desoxycholicum)一 ヨ リ

長 谷 川 氏 等lllハLysolecithin,Digitalin,Digi-

tonin,Convallamarin等 ノ 「グ リ コ シヅ ド」ヲ添

加'ヘ ル コ トー ヨ リ テ 、 非 抗 酸 性 ノ抗 酸 陞 菌'ヲ 得

タ リ。 就 中Convallamarin∴ ヨ ル モ ノノ、最 モ
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優 秀 ニ シテ、 不 等 俘 游 液 トシテ、 理 想 的 ナ リ ト

報 告 セ リ。

本 教 室 占部 博 士32レ ・「サボ ニ ン」加培 地、「デ ゾキ

シユー ル」酸 曹 達 加 培 地 、及 ビ「リゾ レチ チ ン」加

培 地 二依 ル 非抗 酸 性型菌 獲 得 二關 シテ詳 細 ナ ル

追 試 實 験 テ行 ヒ シ トコ ロ、大 膿 二於 テ、先 人 ノ

業 績 トー 致 セル所 見 テ得 タル 気 純 梓 ノ程 度 二

非 抗 酸 性 菌 ノ ミ子培 養 スル コ ト能 ハ ザ リキ。

松 枝 氏33ノノ・「レ チ チ ン」加 「グ リセ リ ン」寒 天 二結

核 菌3纏 植 シテ、265株 ノ中、3株 二於 テ、

Sclerothrix型 結 核 菌 テ得 タ リ。

DorseyW.Bruner(34)(1934)ノ ・「リボ イ1「J形 成

斗阻 止 スル ト考 ヘ ラル ル化 學 藥 品 ヲ培 地 二附 加

一ヘル ニ ヨ リ
、 非 抗 酸 性 ノ結 核 菌 株 ラ得 タ リ ト云

ハ ル ル先 人 ノ業 績 テ追 試 シタ ルモ、 純 梓 二非抗

酸 性結核 菌 株 テ獲 得 ス ル コ トノ・不 可 能 ナ リキ。

第二章 結核 菌 ノHomogeneEmulsion二 關 ス ル文獄梗 概

ArloingetCourmontl351(1898♪ ノ・Arloing株

テ 「グ リセ リ ン」馬 鈴 薯 二数 代 培 養 シ、 更 二之 ラ

「グ リセ リ ンブ イヨ ン」中 ニ テ屡 ヒ振 盈 シツ ツ培

」養 スル コ トニ ヨ リ、 逡 ニ ノ・液 中 二ZF等 二俘 游 ス

ル菌 テ得 タ リ。 而 シテ之 ラ以 テ,凝 集 反 磨 テ施

行 セ リ。BesredkaetManoukhine(36j'(1914/ノ ・

「アル カ リ」性 卵 黄 水 二結 核 菌 テ培 養 シ
、或 ル特

殊 ナ ル菌 株 二於 テ ノ ミ、 比 較 的 卒 等 ナル 、 抗 酸

性 結 核 菌培 養 テ得、 此 ノ菌 テ 「ガ ラ ス」球 ト共 二

振 盈 シ、 且omogeneEmulsionラ 作 リテ、補 膣

結 合反 慮 用 抗 元 トセ リ。 川 村 氏37)ノ・「アル カ リ」

性 卵 黄 液 ラ添 加 セル4%Tグ リ セ リ ン」寒 天培 養

基 二結 核 菌 ラ培 養 ス ル トキへ 漁 潤 ナル菌 苔 テ

登 生 シ、 馴 ル ル ニ從 ヒテ、 途 二 肉 汁 中 二全 ク李

等 登 育 テ呈 ス ルニ至 リ、 之 テ用 ヒ テ凝 集 反 磨 及

ビ補禮 結 合反 癒 子施 行 セ リ。 而 シテ本菌 ノ・抗 酸

性消失 セ ズ ト云 ヘ リ。

戸 田 教授 及 ビ箭頭 博 士(16)ノ・結 核 菌 ガS型 二解 離

シ タ ル トキ、 牛 謄 汁 、 「サボ ニ ン」結核 菌 冤疫 家

兎 血 清 等 テ適 宜 二培 地 二加 へ、 時 々振 言翫 孔ル ト

キノ・、 梢 ㌃完 全 ナ ル不 等 培 養 テ得 タ リ ト報 告 セ

リ。 有 馬 氏 等21)ノ・「サ ボ ニ ン」加 無 蛋 白培 地 二結

核 菌 ノ培 養 ラ累 ネ タル トコ ロ特 殊 ノ菌 株 二於 テ

非抗 酸 性 化 シ振 温 スル コ トー ヨ リ、 卒 等 浮 游 液

ノ歌 態 トナ シ得 タル モ、静 置 ス レバ本 俘 游 液 ハ

速 二 自然 凝集 反 慮 ラ呈 シ タ リ ト云 ヘ リ.更 二、

矢 部 帳)氏L'5ノ ・結核 菌 テ 「サボ ニ ン」加 無 蛋 白培

地 二綴 植 スル コ ト1年 、 其 ノ間 二於 テ、 或 ル菌

株 ノ ミ、 非抗 酸 性 トナ リ、均 等 ノ浮 游液 トナ シ

得 タ リ。 鴻 上 氏岡 ハ 「アル カ リ」卵 黄 蛋 白水 中 二

結 核 茜 ラ培 養 シ、 何 レ ノ菌 株 テ モ、 不 等培 養 ノ

歌 態 トナ シ得 タ リ。 最 近 、 長 谷 川 氏 等31)ノ・、 馬

鈴 薯 培 地 二Digitonin,Digitalin,Convalla-

marin,Convallarin等 ノ 配 糖 艦 テ 加 ヘ タル 培

地 二結 核 菌 ラ縫 植 スル コ トニ ヨ リ、 不 等 浮 游 液

'-f得タ リ
。 就 中Convallamarinテ 加 ヘ タ ル培

地 二於 テノ・第3代 目 ノ菌 テ用 フ ル コ トニ ヨ リ、

完 全 ナル 平 等 俘 游 液 ラ得 タ リ ト報 告 セ リ。

第三章 結核二於ケル凝集反磨二關スル文獄梗概

結 核 二於 ケル血 清 學 的 診 断 法 中.最 モ早 クヨ リ

行 ハ レ タル モ ノノ・凝 集 反 慮 ナ ル モ其 ノ菌 浮 游 液

ラ作 ル コ ト困 難 ナ ル ガ爲 一、 今 日二至 ル迄 、 理

想 的 ナ ル方 法 ナ シ。 其 ノ中最 モ 多 ク追 試 セ ラ レ

タ ル モ ノハFornet(39)(1921)ノ'方 法 ニ シテ、氏 ノ・

結 核 菌 中 ノ蝋 様 物 質 ノ・抗 膣 ノ直接 作 用 テ妨 ゲ、

同 時 二其 ノ不 等 俘 游 性 ラ減 弱 セ シム ル モ ノナ リ

ト考 へ、 氏 掲特 ノ装 置 テ川 ヒ、 「エー テ ル」蒸氣

テ以 テ、 特 異 性 蛋 白質 テ傷 ヶザ ル様 二脱 脂 セ シ

メ、 之 ラ凝 集 元 トセ リ。 氏 ノ・6倍 或 ノ・ソ レ以 上

ノ稀 程 血 溝 ニ テ、 凝 集 ス ル モ ノ 斗陽 性 ト シ、 ソ

レ以 下 ノモ ノ テ陰 性 トセ リ。 其 ノ結 果 ハ132例

ノ結 核 患 者 血 清 中93%陽 性 ニ シテ
、 非 結 核 患

者 血 清44例 中、95%陰 性+リ キ。 其 ノ後 、
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Christensen,E.㈹(1922)ノ ・Fornet氏 法 テ追

試 シ、 之 テ支 持 セ リ。 サ レ ドKiyokawa,W.(41}

(1922♪ノ・Fornet氏 法 ハ 凝 集 元 ガ屡 ≧自然 凝 集

現 象 テ呈 ス ル故 ロ、 封 照 テ嚴 密 ニ スル必 要 アル

ガ故 二診 断 的 慣 値 少 シ ト述 べKellner(`2)(1923)

ノ・,,FornetscheDiagnostikum"ノ ・肺 結 核 ノ

診 断 拉 二 豫 後 判 定 二 債 値 ナ シ ト報 告 シタ リ。

Josewicz,J.㈹(1923)ノ ・Fornet氏 法 一 ヨル凝i

集反 慮 ハ何 等特 異 性 ナ ク、 血 清 ノ「グ ロ ブ リ ン」

量 二關 係 スル モ ノナ レバ、 何 等 診 断 的 憤値+シ

ト言 ヘ リ。Diener,J.㈹(1923)ノ ・Fornet氏 法

施 行 二際 シ、 凝 集 慣8倍 以 下 ナ ラバ、 活働 性 結

核 テ除 外 シ得 ル ト述 べ、 更 二 且ofmannund

SUssdorf㈹(1923)ハFornet氏 ノ``Tuberku-

lose-Diagnostikum"テZiehl-Neelsen氏 法 ニ

テ染 色 セル ー、 大 部 分 ノ菌 ハ抗 酸 陞 テ呈 シ、 且

ツ患 者 血 清27例 二就 キ、實 験 セ ル結 果 、診 噺 的

實 用 慣値 ナ シ ト報 告 セ リ。Gittner`i6)(1924)ノ ・

Fornet氏 法 テ200名 ノ結 核 患 者 二就 キ 施 行

シ、 凝 集 贋100倍 以 上 ノモ ノノ・、大 部 分 活 働 性

結 核 ヲ示 セ ドモ、 實 際 的 診 断 慣値 ナ キ モ ノノ如

シ ト言 ヘ リ。Ossoinig,K.(17=(1924)ノ ・10例 ノ患

者 血 清 二就 キ、Fornet氏 法 テ 行 ヒ、 診 断 的 檀

値 ナ シ ト述 ベ タ リ.

Arloingu.Courmont35:(1898)ノ ・氏 等 ノ結 核 菌

「グ リセ リ ン・プ ィ ヨ ン」準 等培 養 テ 用 ヒ、 結 核

血 清 二於 テ、 凝 集 反 慮 テ行 ヘ リ。 川 村 氏:37レ・氏

ノ結 核 菌 卒等 培 養液 テ使 用 シ、 結 核 患 者 血 蒲 ハ

80倍 稀 繹 位 マ デ 凝 集 反 慮 テ 呈 ス ル コ トテ見 タ

リ。 柴 田 氏c'1s)ノ・T.Y.菌 テ使 用 シ、更 二、 井 上

氏1191・・Arloing/ZF等 培 養 二 操 作 テ加 へ、 結

核 菌 テ睨 脂 シ、 凝 集 元 トセ リ。

L.Horowitz-Wlassowa(50・(1925)ノ ・Besredka(5i)

氏(1914)抗 元 テ用 ヒ、 凝 集 反 慮 ヲ行 ヒ シニ補 禮

結 合 反 磨 ト ノ間 二李 行 關 係 テ認 メザ リキ。

Ed.Allardu.Wotzka(52)(1929)ノ ・偶 然 壁 異 セ

ル雑 菌 性 非抗 酸 性 菌 テ 使 用 シ、100倍 稀 繹 以 上

テ陽 性 トシテ、 凝 集 反 慮 テ施 行 セル ニ、 開 放 性

結 核 患 者 ノ4分 ノ3ノ ・陽 性 ニ シテ、 而 モ凝 集 慣

ノ高 度 ノ・、 何 レ ノ場 合 二於 テ モ豫 後 判 定 ノ意 義

ナ シ ト述 ベ タ リ。

小 田切 氏(53,7・中川 氏 非 抗 酸 性 結核 菌 中、 コ ヅホ
も

氏 ノ定 型 的結 核 菌 二近 キ桿 菌 テ以 テ、 凝 集 反 癒

ヲ行 ヒタ ル ト・】ロ、 結 核 患 者 ト健 康 者 トラ明瞭

二囁 別 ス ル コ ト不 可 能 ナ リ シタ メ、 桿 菌 ト同様

方 法 テ以 テ、 分 離 培 養 シ得 タ ル球 菌 ラ用 ヒタル

トコ ロ良 好 ナ ル成 績 テ得 タ リ ト言 フ.

更 ζ一、 長 谷 川 氏 等(541ノ・Convallamarin添 加培

養 二依 リテ得 タル、 非抗 酸 性結 核 菌 二依 ル不等

浮 游 液 テ凝 集 元 ト シ、結 核 血 清 二就 テ、 凝 集 反

癒 テ施 行 セ ル結 果 、Turban-Gerhardt結 核 病

期 分 類 二依 ル、 第3期 結 核 血 清 二於 テ、71%、

第2期 血 清64%、 第1期 血 清43先 ノ陽 性 傘 テ

示 シ、 マ ン トウ氏 反 癒 陰 性 健 康 血 溝 二於 テ7%

ノ陽 牲 寧 ラ示 セ リ ト言 フ.

第 四章Helleboreinニ ヨル結核 菌 ノ攣 異 二關 ス ル實験

第 一 項 使 用 菌 株

教 室 保 存 ノ人 型 結 核 菌Frankfurt株 、人 型 小

野 株 、 牛 型 傳 研 株 、 牛 型 第1號 株 、 鳥 型 結 核 菌

Tb13株 、 非 病 原 性抗 酸 性 菌 「チ モ テ ー」株 等 テ

使 用 セ リ。

第 二 項 添 加 物 質 ワ物 理化 學 的 性 歌

Helleborein(Merck)Cg7H560isノ ・Helleborus

nigerノ 根 部 二含 有 セ ラル ル物 質 ニ シテ、配 糖

禮 ノー 種 ナ リ.水 二可 溶 性 ニ シテ、 無 臭 、 淡 黄

色 テ呈 シ、 甘 味 ア リ。=苛 性 曹 達 、 「メ チ ル ァ ・レ

コ ホ ル 」、「ア ル コ ホ ル 」、氷 酷 酸 、「ピ リ ヂ}」 二可

溶Ather,Petrol乞ther,Aceton,Chloroform,

Benzolニ ノ・不 溶 解 ナ リ。 加 水 分 解'ヘ レ バ ・次 ノ

如 ク 分 解 ス。

G、7且5601、 十5H20→C,gH・,oO,,十2C6H,,・O,,

十3CH,COOH(且elleboretin)

第 三 項 培 養 方 法

培 養 ノノ怯 ノ・大 龍 二 於 テ 長 谷 川 氏 等 ノ 方 法 二 準 ジ
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テ 行 ピタ リ。 即 チ、5%'「 グ リセ リ ン」水 中 二

且elleboreinテ1%以 上 ノ割 合 二加 へ、 之 ラ大

型Roux氏 試 験 管 二入 レ、更 二襖 状 馬 鈴 薯 テ入

レ、1日15分 間 宛 、100度3同 滅 菌 シ、 次 デ37

度 二、24時 間 乃 至48時 間 放 置 シ、 雑 菌 試 験 子

ナ ス。 而 シテ 大 型Roux試 験 管 中 ニ ハ 充 分 藥

液 テ人 レ、 馬 鈴 薯 ノ斜 面 二塗 布 セ ル結 核 菌 テ シ

テ長 時 日間 絶 エ ズ藥 液 二浸 サ シム。

培 養 二際 シテノ・、 試 験 管 ヲ斜 ニ シテ、液 面 テ馬

鈴 薯 ノ斜 面 二最 モ位 置 テ保 持 セ シムル如 ク、 木

製 ノ箱 テ作 レ リ。 而 シテ培 養期 間 巾 ハ、 可 及 的

頻 繁 二菌 苔 ヲ培 養 液 二浸 シ、 馬 鈴 薯 ノ培 養面 ラ

シテ、 絶 エ ズ漏 閏 ナ ラ シム ル如 ク ーへ。

培 地 内 二加 フベ キHelleboreinノ 濃1隻ノ・第1代

テ シテ1%ノ 、 第2代2%、 第3代3タ しナ ラ シム

ル如 ク、 纏 植 二際 シ、 次 第 二濃 度 子高 ム ル乃'法

テ トレ リ、 最 初 ヨ リ高 濃 度ノ モ ノテ用 フル トキ

ノ、、 菌 ノ登 育 極 メ テ不 良 ナ リ。

第 四項 培 養 所 見

Helleborein加 培 地初 代纏 植 二際 シテ ノ・、 最初

ノ中 ノ・、 正 常 ナ ル結 核 菌 菌苔 テ 生 ズ ル モ、 菌 苔

ノ・次 第 二 黄 褐 色 トナ リ、i熱潤 性 テ帯 ビ、約40

日以 上 二至 ル ヤ、 途 二泥 状 ラ呈 シ始 ム。 コ レ テ

第2代 培 地 二縄 植 スル トキ へ 初 メノ・正 常 二近

キ棺 嫁 易色 テ帯 ビ タル菌 苔 ノ叢 育 テ見 ル モ暫 ク

シテ漁 潤 性 トナル。 而 シテ漁潤 性 トナ ル迄 ノ期

間 ハ初 代 ヨ リモ更 二短 期 間 ナ リ。 筒 、 第3代 培

地 二纏i植 スル トキノ・、 更 二短期 間 ニ シテ1繭閏化

『t

bo

第 五項 培 養 菌 ノ形 態 的 攣 化

1.0.5%且elleborein.加 馬 鈴 薯 培 地

人 型 結 核 菌F株 移 植 後4週 目 一一之 デ染 色 ヘル ニ

菌 型 ハ 細 長 クナ リ、 而 モ全 覗 野 殆 ド同 一形 態 ノ

菌形 テ以 テ満 サ ル。 即 チ 多形 態 性 斗呈 セ ズ。抗

酸 性 ノ・全 艦 トシ テ極 メ テ弱 シ。 斯 〃ノ如 ク、 同

一 細 長 型 ノ ミテ見 ル コ トハ
、 後 述 ヘル如 ク本 教

室 ノ大 曲 氏 ガ 最 近Helleborein添 加 血液 寒 天

上 二登 育 セル、 「ヂ フテ リー」菌 二於 テ、或 ルー一

定 濃 度 二於 テ、細 長 キ同 一 菌 型 ノ ミテ呈 、ル コ

トテ認 メ タル事 實 卜封 比 シ、極 メ テ興 味 アル黙

ナ リ。

第2代 二於 テ、0.5%且elleborein加 馬 鈴 薯 培

地 二纏 植 スル トキノ・、第1代 同 様 、 菌 形 細 長 ク

殆 ド全 幌 野 同一 菌 形 ノ ミニ シテ、 同 一 濃 度 ノ培

地 二第3代 ノ纏 植 テ ナ ヘモ、 大禮 二於 テ同 一所

見 ナ リ。

2.1%Helleborein加 馬鈴 醤培 地

人 型F株 テ移 植 シタル 場 合、 約4週 後 二之 テ染

色 スル ニ、 比 較 的 長 キ菌 膿 多 ク、 其 ノ間 ニ レフ

レル 氏液 二淡 染 スル 非 抗 酸 性 菌 ア リ、或 ノ・」又、

抗 酸 性 弱 ク細 長 キ菌 膿 モ相 當 程 度 二存 在 ス。次

二第2代 目 ノ・2%Helleborein加 馬 鈴 薯培 地

ヲ使 用'なル ニ非 抗 酸 性 菌 ハ消 失 シ各 菌 禮 ノ・各 々

別 々 二離 レテ存 在 ス(附 囲参 照 〉。

第3代 ノ・3タゥHelleborein加 馬 鈴 薯培 地 二 纏 ・

植 シタ ル ニ第2代 ヨ リモ更 二各 菌 ハ 別 々 二離 散

シ、 結 核 菌 ノ集 合 セル像 ナ ク、 木 菌 テ使 用 シ生

理 的 食 監 水 中 二於 テ、 浮 游 液 テ作 ラ シムル ニ、
コ 　

殆 ド完 全 ナ ルHomogeneEmulsionテ 得 タ リ

(附圖 参 照)、

而 シテ本 菌 ノ抗 酸 牲 ノ・憂 化 ナ ク、 而 モ菌 禮 ハ比

較 的 長 キ モ ノ 多 ク、ZI三等 俘游 液 ハ容 易 二沈 下 セ

ズ、24時 間 室温 放 置後 表 層 部 二於 テ、租 く沈 下

テ認 ム ル ノ ミー シテ、 「ア ゲル チ ノ へ=1一 プ」ニ

ョル モ 自然 凝 集 テ呈 ヘル ・1トナ シ。 斯 ク シテ得

タルHomogeneEmulsionテ 川 ヒ、 結 核 患者

血 清 二就 キ テ、 凝 集 反 慮 テ検 セル ー、 相 當 高 度

二凝 集 シタ リ。 本 凝 集 反 慮 二關 シテノ・後述 氏ベ

シ 。

更 二腎 臓 結 核 患 者 ヨ リ分 離 シタル、 小 野株 テ1

%且elleborein培 地 一 移 植 セ ・し一:・約4週 後 二

於 テ細 統 状 ノ菌 膿 多 ク、 且 ツ、細 長 〃シテ非 抗

酸 性ナ ル菌 モ相 當 存 在 セ リ。 之 ラ前 記 人 型F株

ノ場 合 ト比 較 ス ル ニ非 抗 酸 陞菌 ノ量 ノ・数 轄 二相

當 シ、且'ソ所 々 二非 抗 酸 性穎 粒 ノ如 キ モ ノノ集

合 セ ル部 分 テ観 察 シ得 タ リ。

牛 型結 核 菌 傳 研 株 テ移 植 シタル 後、4週 目 二染

色 ヒ・レニ菌 形 ・・比 較 的 太"短 ク シ早、 抗 酸 性 弱
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ノ・、 「メ チ レ 」」青 二淡 染 なル非 抗 酸 性 菌 八極 メ

テ 少数 ニ テ、 頼 粒 形 ノ菌 禮 ノ・殆 ド認 メ ラ レズ。

牛 型 結 核 菌 第1號 株 ヲ'移植 シタル後 、約4週 目

二検 査 セ ル へ 一 般 二歯 形 短 ク、前 記傳 研 株 ノ

約3分 ノ1長 ノ菌 禮 二相 當 シ、 抗 酸 性弱 キ菌 若

シ ケノ・歯 形 短 ク且 ツ非 抗 酸 ラ呈'ヘル菌 モ此 ノ間

二散 在 セ リ。

鳥 型 結 核 菌Tb13株 移 植後3週 間 日 ノ菌 テ

見 ル ニ、概 シテ歯 形 短 ク、 其 ノ間 二 「メ チ レ ン」

青 二淡 染 スル 非抗 酸 性 菌 在 リ、 且 ツ抗 酸 性 ノ相

當 彊 キ菌 膿 モ存 在 へ。集 落 ノ・漁 潤 ニ シテ、 少 シ

ク黄 色 ラ帯 ビ、 之 ラ更 二第2代 二纏 植 スル ニ、

第1代 ト殆 ド同様 ニ シテ、 多 形 態 性 テ呈 シ、抗

酸 性 菌 及 ビ非抗 酸 性 菌 相 交 錯 シ、Gram染 色 ヲ

ナ ス ニ、 「グ ラ ム」陽 性 ナ ル菌 膿 ノ間 二 「グ ラム」

陰 性 ノ菌 膿 ア リ。 且 ツ穎 粒 形 多 数 二存 在 ス。

非病 原 性 抗 酸 性 菌 「チ モ テー 」株

1%Helleborein加 培 地 二 移植 後7日 目 二

Ziehl-Neelsen氏 染 色 テ施 ス ニ、 抗 酸 性 菌 ト非

抗 酸 性 菌 ノ・殆 ド同一 量 ニ シテ、 更 二第2代 三縄

植 後7日 ニ テ、 全 視 野 ノ・殆 ド非 抗 酸 性菌 化 シ・

絡 テ、 「メ チ レ ン」青 二淡 染 シ、 極 メ テ、 稀 二赤

染 セル抗 酸 性菌 テ認 メ得 ル ノ ミニ シテ、 代 ラ重

ヌ ル ニ件 ヒ、 抗 酸 性 菌 ノ・盆 ≧減 少 シ、 不 等 浮 游

液 二成 リ易 シ。

「グ ラ ム」染 色 テ施 スー、 「グ ラム」陰 性 菌 テ以 テ

全 視 野 ノ、殆 ド満 サ ソ、 「グ ラ ム」陽 性 菌 ノ、極 メ テ

少数 ナ リ。 帥 チ、 「チ モ テー」菌 ノ・ 且elleborein

ニ ヨ リ極 メ テ著 明 ナル攣 化 テ蒙 ル モ ノ ノ如 シ。

第 五 章Helleboreinニ ヨ ル 結 核 菌 ノHomogeneEmulsion及 ビAgglutination・

・H
elleborein添 加 馬 鈴 薯 培 地 二結 核 菌 テ培 養 ス 堅 氷 中 二浮 游 セ シ メ、 生 菌 ノマ マ之 テ凝 集 元 ト

ル コ トニ ヨ リ、殆 ド完 全 ナルH:omogeneEmu一 セ リ。

lsion=}得 タ リ。 栃 ヅ テ、 之 ラ 使 用 スル コ トニ 實 験 方 法 ト シテノ・、 滅 菌 セ ル小 試 験 管 ラ一 列 ニ

ヨ リ、結 核 患 者 血 清 二就 キ、凝i集反 慮 ヲ・検 シタル.拉 べ、 初 管 ヲ・10倍 稀 繹 血清 トシ・20倍 ・40倍

二対 照 ト シテ 使 用 セルConvallamarin添 加培 ト順 次 倍 数 稀 裡 ス。而 シテ 各 管 ノ全 量 テ0・5QG

地 ニ ヨル凝 集 元 ト五 二不 行 セル成 績 ニア得 タ リ.ト ナ シ、 凝 集 元 テ各 管 二滅 菌 駒 込 「ピペ ット」テ

第 一項 實 験 方 法 以 テ、1滴 注 入後 振 温 混 和 シt37度24時 間 放

凝 集 元 ト シテノ・、Helleborein添 加 、 馬 鈴 薯 増 置 シテ後 成 績 テ判 定 スル コ ト トセ リ・

地 ノ第3代 培 養 菌 約 七 白 金耳 チ5c£ ノ生 理 的 倉 本 凝集 元 二依 ル凝 集 反 慮 ノ・・ 健 康 血 清 ト認 メ ラ

第2表Helleborein_ヨ ルHomogeneEmulsionル ル モ ノニ於 テ モ10倍 乃 至 ノ・40倍 稀 繹 ニ

ヲ使用 シタル結 核患者血 清 ノ凝集反 慮成 績 於 テ、 凝 集 反 慮 テ呈 スル モ ノナ レバ、 余 ハ

患者 名i棚
凝 集 債

110×

1.■ 氏 ・肺結 核 帯

2.■ 氏:肺 結 核i柵

3. 氏1肺 結 核

4.■ 氏!}捕 結 左亥

柵

柵

2・ ×:4・ ×18・ ×ll60×1390x640xl

十冊1十 十'十 十1十 卜

±十十柵1柵1十 十 十十

5.■ 氏 肺結核

柵 臨1++田 ・

柵冊

柵 情 語 柵1+1一

6.

7.■ 氏1健 康者

氏羅 霧粒柵i+也+

++相+1±

十 ・

　 　

++}± 二L二
_一 』

　 　

+1+一

8.

9. =養藤 照+
++}+}一1一}一

± 一 一 一

80倍 以 上 ラ以 テ陽性 トセ リ。

第2表 ノ・結 核 患 者 血 清 ノ凝 集 慣 ノー一斑 ヲ・示

セ ル モ ノニ シテ、 最 高320倍 迄 凝 集 シ、 最

低80倍 ナ リ。 健 康 者 二在 リテノ、最 高40倍

稀 繹 ニ テ凝 集 ス ル が故 二、陽 性 ト シテハ80

倍 稀 稗 以 上 テ トレ リ。 而 シテ本皮 慮 ノ實 際

的 診 断 債値 二關 シ テノ・、 爾 多 数 例 二就 キ、

詳 細 検 査 スル 必 要 ア リ ト信 ズ。

第 二 項Helleborein添 加 馬 鈴 薯

培 地 二 目 ル結 核 菌 ノHomogene

:Emulsionノ 物 理 化 學 的 性 状
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(1)生 理 的 食盤 水 中 二、卒 等 俘 游 液 ヲ作 ル ニ、

李 等 俘 游 性 ノ・完 全 ニ シ テ、 自然 凝 集 反 慮 テ呈 セ

ズ、附 囲 ノ如 シ。 而 シテs室 温 こ24時 間 放 置 ス

ル モ、 表層 二於 テ少 シク沈 下 スル ノ ミナ リ。

(2)蒸 溜 水 ラ使 用 シ、Zls等字孚游 液 一1作リ、100C

30分 加 熱 スル モ、ZF等 性 テ失 ナ ノ・ズ,生 理 的 食

盤 水 使 用 ノ揚 合 モ 同 ジナ リ。

(3!HomogeneEmulsionヲZiehl-Neelsen

氏 法 ニ テ染 色Uレ=、 抗 酸性 ニノ・著 髪 ナ ク、 而

モ各 菌 ノ・1個1個 分 離 シテ存 在 ス(附 圖参 照 。

(4)Helleborein添 加 馬 鈴 薯 培 地 二登 育 シ、z卜

等 浮 游 液 ニ ナ リ易 クナ ル結 核菌 乃 至 ノ・、 抗 酸 性

菌 テペ ト㍉ニ アニ氏 培 地 二移 植 ス ル トキノ・、 抗

酸 性 チ恢 復 シ、 染 色 性 、 菌 形 、 菌 苔 ノ登 剤 犬況

等 ハ 、何 レモ原 株 ト同様 所 見 テ呈 スル ニ至 ル。

第六章 数種性「ホルモン」劃添加馬鈴薯培地二於ケル結核菌ノ護育朕況二就テ

第 一 項 脂 溶 性Androstin添 加 馬 鈴 薯 培 地

大 型Roux氏 試 験 管 内'=、5%Glyzerin水 テ

入 レ、 之 二Androstin(ciba/(性 「'r・)しモ ン」剤1

(iMJI犬)テ 添 加 シ、100℃30分3日 間 加 熱 シ、雑

菌 試 験 テ ナ シ使 用 二 供 ス 。 培 養 方 法 其 ノ他 二 就

テ ノ・、 前 記Helleboreinノ 場 合 二 ∫lf≡ジ!zレ バ 略

スo

初 代 二於 テ、 移 植後 約4週 間 ノ人 型F株 培 養 菌

斗染 色 スル ニ、 「メ チ レ ン」青 二青 染 セル非 抗 酸

性 多 ク菌 形 ノ・一 般 二 長 久Streptothrix型 ノ

モ ノ多 シ。 非 抗 酸 陞i菌ノ集 合 セ ル モ ノノ・、所 謂

Fadenbildungテ ナ ス。 而 シテ其 ノ間 二抗 酸 性

菌 ・ア認 ム。

上記 ノモ ノラ第2代(初 代 ト同培 地 ノニ移 植'ヘル

トキノ・、 非抗 酸 陞菌 ノ・却 ツ テ減 少 シ、菌 膿 ハ依

然 トシテ細 長 ケ レ ドモ、 初 代 ヨ リモ多 少 太 サ テ

檜 加 セ リ。 而 シテAndrostin(油 状 》添 加 量 テ壇

加 スル モ、 菌 ノ多数 集 合 セル部 分 ノ・菌 膿 ノ・長 サ

テ」曾 シ、Fadenbildungチ ナ ス コ ト初 代 二於 ケ

ル ガ如 シ。

Androstin(油 状)第3代 二 於 テノ・,菌 形 ノ・爾

細 長 キ モ ノ多 久 統 ノ如 ク細 キ モ ノア リ。 サ し・

ド非 抗 酸 性菌 ノ・第2代 ヨ リモ遙 カ ニ少撒 ニ シテ

抗 酸 性 菌 ノ・増 加 ノ傾 向 ア リ。 之 テGram染 色

ス ル ニ、1個 ノ菌 膿 ニ シテ穎 粒 テ 多撒 有 ス,・モ

ノ多 シ。 更 二 汕 状Androstin量 子壇 加 セル場

合 ニモ細 長 キ菌 艦 多 ク、 且 ツ、 菌 艦 内 二多 激 ノ

穎粒 ジ有 スル モ ノ多 ク、 非抗 酸 性 菌 ノ・殆 ド見 プ

レ'ズ、Gram染 色 ニ ヨ レバs所 々 二陽 性 度 ノ弱

キ菌 艦 マ し ドモ、 大 多敷 ノ・Gram陽 性 ナ リ。

即 チ、 油 歌Androstin添 加 馬 鈴 薯培 地 二於 テ

ノ・、 人 型 結 核 菌F株 ノ・初 代 二於 テハ、 非抗 酸 性

菌 多 ク、 且 ツ菌形 ノ・Streptothrix型 ナル モ ノ

多 ケ菌 多 激 集 合 セ ル部 分 ノ・所 謂Fadenbildung

ニナ セ ドモ
、 代 斗重 熟ル ニ及 ビ、 非 抗 酸 性菌 ハ

次 第 二 減 少 シ、 之 二反 シ抗 酸 性 菌 ノ 増 加 ラ 示

ス。 更 二、初 代 培 地 ラ約3筒 月 間 室 温 二放 置 セ

ル モ ノニ就 キ テ、 抗 酸 性 ノ攣 化 ラ検 シ タ ル ニ、

約4週 ロ ニ シテ、 多撒 ノ非抗 酸 性菌 テ有 シタ ル

培 地 モ既 二 非 抗 酸 性 菌 テ 認、メ ズ、菌 艦 ノ・Seg-

mentierenセ,・ モ ノ極 メ テ 多 カ リキ。

第 二 項 水 溶 性Androstin添 加 馬 鈴 薯増 地

本培 地 二 人型結 核 菌F株 テ移 植 セル ニ、 既 二2

週 ニ シテ封 照 二比 シ、 極 メ テ登 育 良 好 、 菌 苔 ハ

桑 實 歌 テ呈 ス。 之 で・染 色 スル ニ油 状Androstin

ノ如 キ、 非抗 酸 性 菌 ヲ認 メ ズ。 菌 形 比 較 的 太 ク

短 シ。 自Pチ、 水 溶 性Androstinノ ・、 癸 育 促 進

作 用 テ有 ス ル コ トテ知 レ リ。

第 三項Enarmon(男 性 「ホ ル モ ン」)

添 加 馬 鈴 薯培 地

人 型 菌F株 移 植後 約4過 ニ シテ、 集 落 ノ・白 ク、

漁 潤 、 泥 歌 二化 乳。 之 テ染 色 ス ル ニ、 菌 形 ノ・…

般 二長 へ 細 ク シテ、 綱 犬ノモ ノモ マ リ。 菌 ノ

多数 集 合 セ ル邦 分 ハ 、 毛 様 状 トナ リ。 統 歌 ノ細

キ菌 ノ・互 二網 ノ目 ノ如 キ観F呈 ス,しモ ノ ア リ。

抗 酸 性 ノ・一般 二減 弱 ス。

第2代 二 移植 スル トキノ、、 第1代 ヨ リモ菌 罷 ハ

長 サ テ檜 シ、ILツ 、抗 酸 性 モ減 弱 セ リ。
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第 四 項Spermatin(男 性 「ホ ル モ ン」)'

添 加 馬 鈴 薯婚 地

水 溶 性Spermatin添 加 培 地 二 人 型F株 ラ移 植

スル ニ、 結 核 菌 ノ登 育 極 メ テ良 好 ニ シテ、 約4

週 後 二於 テ ハ封 照 二比 シ、遙 カニ褒 育 良 好 ニ テ

菌 苔 ハ 乾 燥 シ、 之 テ染 色 スル ニ、 菌 形 ノ・短 ク、

太 ク シテ、 細 長 キ モ ノノ・存 在 セズ。

然 ル ニ第2代 二綴 植 スル トキノ・、 菌 形 ノ・細 ク長

クナ リ、 其 ノ間 二、 短 ク太 キ菌 形 テ見 ル。 非 抗

酸 性 菌 ノ、一 般 二細 長形 ニ シテ、 所 々 二存 在 シ、

「メ チ レ ン」青 二淡 染 ス
。 サ レ ド其 ノ数 ハ直余 リ多

カ ラ ズ。 菌 苔 ノ・依 然 トシテ、 乾 燥 歌 ラ呈 シ、 漁

潤 泥 撒 化 スル コ トナ シ。

第 五 項 「オ バ ホ ル モ ンベ ンザ ル 」

(女性 「ホ ル モ ♪」)添加 馬 鈴 薯 培 地

人 型F株 移 植 後 約4週 ニ シテ、 集 落 ハ 白色 泥 状

トナ リ、 油 状Androstin添 加培 地 ノソvl・ 極

.メテ似 タ リ。 染 色標 本 テ作 ル ニ、 菌 形 ノ・細 長 ク

ナ リ、 脆 弱 ノ感 テ與 フ.抗 酸 性 ノ・極 メ テ弱 ク、

Enarmon若 シ クハSpermatin添 加培 地 ヨ リ

モ遙 カニ弱 シ。 覗 野 ノ所 々 二 「メ チ レ ン」青 二淡

染 スル非 抗 酸 性菌 ア リ。 菌 ノ多激 集 合 セル部 分

二於 テ ノ・、 菌 形 細 長 ク シテ、 互 二相 交 錯 シ、 所

謂Fadenbildungラ ナ ス。

更 二第2代 ・=・flX植スル トキ ノ、、 菌 形 依 然 ト シテ

細 長 ク シテFadenbildungテ 呈 セル モ ノア リ。

第 六 項 「オ リ・-7」油 添 加 馬 鈴 薯 培 地

人 型結 核 菌F株 移植 後 約4週 ニ シテ菌 苔 ノ・稚 ㌃

1緬閏 トナ リ、 之 テ染 色 スル ニ、 菌 禮 ノ・細 長 キモ

ノ多 一+レ ドモ、Androstin添 加 馬 鈴 薯 培 地 ノ如

ク、 所 謂Fadenbildungノ 、ナ ク、 概 シテ 穎 粒

少 シ。 抗 酸 性 ニハ 著 明 ノ攣 化 ナ ク、 且 ツ、「グ ラ

ム」染 色 テ施 スモ、 「グ ラ ム」陽 性 菌 ノ ミナ リ。

本 培 地 テ使 用 セ ル ノ・、 前 記 性 「ホ ル モ ン」剤 ノ大

部 分 ガ脂 溶 性 ニ シテ、 溶 剤 ト シテ、 油 類 ラ用 ヒ

タル ー ヨ リ、封 照 ノ意 味 ヨ リ、 「オ リー フ」油 ノ

ミ添 加 セル 場 合 ノ結 核 菌 ノ攣 化 テ検 シ タル次 第

ナ リ。

以 上 ノ如 ク性 「ホ ル モ ン」剤 添 加 馬 鈴 薯培 地 二於

テハ大 多数 二於 テ、 抗 酸 性 菌 ノ間 二、 非 抗 酸 性

菌 ノ出現 ラ見 タ リ。サ レ ド、之 テ試 ミニ ペ トラニ

アニ氏 培 地 二移 植 ス ル トキ ハ、 何 レ ノ場 合 モ其

ノ抗 酸 性 ラ獲 得 セ リ。

総括蛙二考按

以 上 ノ實 験 成 績 ラ 通 寛 ス ル ニHelleborein_

ヨル結 核 菌 拉 二抗 酸 性 菌 ノHomogeneEmu-

1sionノ ・、 長 谷 川 氏 等 ノConvallamarinニ ヨル

Emulsionト 同様 ナ ル所 見 ヲ呈 ス ル モ、 余 ノ揚

合 二於 テノ・必 ズ シモ、 非 抗 酸 性 菌 トZF等 性 ノ・卒

行 セズ、 第1代 二於 テノ・相 當 程 度 非 抗 酸 性 菌 ノ

出 現 テ見 レ ドモ、 代 テ重 ヌ ル ニ從 ヒ、 再 ビ抗 酸

性 菌 ノ ミ トナ リ5第3代 二於 テノ、、 抗 酸 性 菌 ノ

ミ ヨ リ成 ルZF等 俘 游液 テ得 タ リ。

即 チ、 且eUeboreinラ 培 地 二加 フル コ トー ヨ リ

初 代 二於 テノ・、 生 化學 的 二、 或 ル程 度 ノ非 抗 酸

性 化 ニ ノ・成 功 シタル モ、 完 全 二非抗 酸 性 化 スル

コ トノ・不 成 功 二終 リ、 更 二第2代 、 第3代 二纏

植 スル トキ ノ・、 抗 酸 性菌 ハ檜 加 シ殆 ド非 抗 酸 性

菌 ノ・消 失 シ、 而 モ李 等 俘 游 液 ニノ・成 功 セ リ。

本 事 實 ノ・、Helleboreinナ ル物 質 ガ、 培 地 内 二

在 リテ、 表 面張 力 低 下 作 用 テ呈 スル タ メニ、 個

々 ノ結 核 菌 ノ・各 々 別 個 二離 レテ存 在 シ、 李 等 俘

游 性 二適 スル モ ノカ、 或 ノ・結 核 菌 ノSterinト

ノ特 殊 關 係 ニ ヨ ル モ ノノ如 ク思 惟 セ ラル 。

而 シテDesoxycholsauresnatrium等 ノ如 キ、

脆 汁酸 盤 類 ハ… 般 二、 表 面 張 力 テ低 下 セ シム ル

モ ノナル コ トハ、 既 二謹 明 セ ラ レタル トコ ロニ

シ テ、 而 モ、該 物 質 テ培 地 二加 フル トキノ・、 非

抗 酸 菌 化 シ、 凝 集 反 慮 二使 用 シ得 ル ガ如 キ菌 二

攣 化 スル コ トノ・、 中川 氏 等 ニ ヨ リ報 告 セ ラ1ノタ

ル トコ ロ ー シテ、 表 面 張 力 低 下物 質 ト結 核 菌 ト

ノ關係 ノ・極 メ テ興 味 アル命 題 ト謂 フ可 ク、 爾 余

ハ最 近 海 狽 ノ實 験 的 結 核 二關 スル 實験 中
、 脆 汁

酸 盤 類 ノー タ ルTaurocholsauresnatriumノ 、
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結 核 感 染 二封 シテ、 豫 防 的 敷 力 アル コ トラ確 メ

得 タ リ。 本 實 験 ノ肉眼 的 拉 二病 理 組 織 學 的 所 見

二關 シテ ノ、、 追 ツ テ報 告 スル トコ ロ アル ベ シ。

吹 二、 性 「ホ ル モ ン」剤 添 加 培 地 二於 ケル結 核 菌

ノ攣化 、 就 中、 非抗 酸 性菌 ノ出現 ノ機 序 二關 シ

テノ、、 各 「ホ ル モ ン」剤 ニ ョ リテ程 度 ノ差 ア リ、

各 物 質 ノ構 造 式 ノ・異 ナ ル ゴ トナ レバ、 簡 軍 二設

明 スル コ ト能 ノ・ズ。 一 方 、 「スペ ル マ チ ン」ノ如

キ モ ノノ・、 瑳 育 促 進 作 用 ア リ、 此 ノ原 因 二就 テ

ノ・、 性 「ホ ル モ ン」剤 ノ或 種 ノモ ノガ登 癌 作 用 ア

ル コ トテ讃 明 セ ラ レ タル今 日、 磯 育 促 進 作 用 ト

何 等 力關係 ナル モ ノ ノ如 ク考 察 セ ラル。

結 論

1.5%Glyzerin水 馬 鈴 醤培 地 二Helleborein

ナ ル 「グ リ コ シ,ド 」テ添 加 スル コ トー ヨ リ、結 核

菌 培 養 初 代 二於 テ、 非抗 酸 性菌 ノ出 現 ラ見、 第

3代 二於 テ、 李 等 俘游 液 二適 當 ナ ル結 核 菌 ラ得

タ リ。 而 シテ、ZF等 俘 游 液 テ染 色 ス ル ニ抗 酸 性

菌 ノ 走ニ シテ、 非抗 酸 性菌 ハ 殆 ド存 在 セ ズ。木

現 象 ノ・結 核 菌 以外 ノ他 種 抗 酸 性 菌 二於 テ モ認 メ

ラル。

2.人 型 結 核 菌 ノHomogeneEmulsionラ 用

ヒ、 之 ヲ結 核 患 者 血 清 二就 テ、 凝 集 反 慮 ラ行 フ

ニ、 相 當高 度 ノ凝 集 償 テ示 シ、Convallamarin

一ニ ヨ ル場 合 ト相 李 行 セ ル値 号呈 セ リ.

3.各 種 性 「ホル モ ン」剤 添 加 馬鈴 薯培 地 二、 尺

型 結 核 菌F株 ザ 移殖 シ タル 場 合 、 脂 溶 性An-

drostin,「 オバ ホ ル モ ンベ ンザ ル」Enarmon等

ノ・、 非抗 酸 菌 出現 シ、 一 般 二抗 酸 性 弱 キ菌 膣 多

ク、 水溶 性Androstin及 ビSpermatinノ ・結

核 菌 二封 シテ焚 育促 進 作用 ア リ。

稿 テ終 ル ニ臨 ミ、恩 師 戸 田 教授 ノ御 懇 篤 ナ ル御

指 導 拉 二御 校 閲 テ謹 謝 ス。

(本論 文 要 旨7・ 昭 和12年4月 第15同 結核 病 學

會 糸患會 二方{トテ嚢=長 セ リ)。.
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附 圖 読 明

1.Helleborein添 加 馬 鈴 薯 培 地 二、 人 型結 核菌F株

ヲ移植 シ タル 場 合、 初 代 二 於 ケル 、 菌 浮 游 液 ヲ 染

色 シタル モ ノ ニ シ テ、 圖 ノ如 ク 未 ダHomogene

Emulsion1・ ナ ラ ズ。

II.Helleborein添 加 培 地 第3代 目 二於 ケル 結 核 菌 ノ

HomogeneEmulsionヲ 示 ス。 各 菌 ノ・1個1個 別 々

二存 在 セル ヲ見 ル 。 此 ノ場 合 ニ テ モ 抗 酸 性 ハ ア リ。

III.左 ヨ リTyph.ノ ・「チ フス」菌浮 游 液 ヲ示 ス。Conv

・・Convallamarin添 加 馬 鈴 薯 培 地 上 二 獲 育 セル 結

核 菌(人 型F株)ノ 生 理 的 食 魎 水 中 二於 ケル 亭 等 浮

游 状 況 ヲ示 ス 。H-NaClノ ・Helleborein添 加 培 地

上 ノ結 核 菌 人 型F株 ノ 生 理 的 食 唖 水 中 二 於 ケル 雫

等 浮 游 状 況 ヲ示 ス 。

H-Aq.・ ・Helleborein添 加 培 地 上 二饗 育 セル 人 型F

株 結 核 菌 ノ蒸1瑠水 中 二 於 ケ ル 浮 游 状 況 ヲ示 ス モ ノ

ナ リ。

何 レ ニ ジテ モ、 封 照 「チ フス」菌 ト大 差 ナ キ 準 等浮 游

ノ状 況 ヲ示 ス 。




